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■公立保育所のあり方に係る審議内容への市民の声

No. 審議内容への意見内容

1

公立保育園の保育の内容が良くて、入りたいという話はよく聞きます。
民間でないから良い食材を仕入れられたり、時給が良く、保育士の人数に余裕があるのでしょう。
この2点を補助金等で民間にも充てれば、公立保育園に人気が集中せず、公立保育園が少なくなっても私立保育園で補てんできると思います。

2

公立保育園は、以前見学に行った際の印象がベテラン保育士さんが大勢保育に携わられ、小さな子どもを預ける親として安心感があると感じました。
また、施設は古くても、活動場所が広い、のびのび遊べる園庭が併設されている等子どもにとっていい環境が揃っているので公立保育園の継続を希望します。
子育てに迷う親の相談の場として、地域に開かれた場所になるのはいいことだと感じます。

3

保育施設の統廃合化は必要かと思います。出生数の減少に伴って、空きが出すぎないように見直す事も賛成です。

4

公立の保育園が研修の場になることや、民間の保育園では受け入れが困難な配慮の必要な子どもの受け入れの場所になるような存続を望みます。
あまり、環境の整っていない民間の保育園については、見直しが必要ではないかと思います。
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